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割合は 4－5%であり、1歳児における急性中耳炎の罹患率は 0.54 /人年であると述べてい






















 研究方法   
研究デザインは両向き、つまり、後向きと前向きを併せたコホート調査である。後向き調
査の期間は出生から 2012 年 4 月 30 日まで、前向き調査の期間は 2012 年 5 月 1 日から
2014年 4月 30日までである。 
 札幌市内 10区のなかから、それぞれの区で一番入所児数の多い認可保育施設 10か所を
選定した。10か所の保育所に通う 1570人に調査への参加を依頼し、結果、632人（40.3%）
の保護者から調査参加の同意が得られた。基礎調査時の年齢区分は、0歳 45人、1歳 122












後向きの調査に加えて、前向きの追跡調査を同様の手法で 2012 年 5 月 1 日から 2014




















患率は 0.010 /child-months であり、未接種群全体の罹患率は 0.015 /child-months であ
った。3 歳未満における、ワクチン接種群での罹患率は 0.016 /child-months であり、未
接種群の罹患率は 0.034 /child-months であった。3 歳以上における、ワクチン接種群で
の罹患率は 0.003 /child-months であり、未接種群での罹患率は 0.013 /child-months で
あった。コックスの回帰分析を用いて解析した結果、PCV7 の接種により、急性中耳炎罹
患のハザード比が著明に減少していることが示された(crude HR = 0.63, 95%CI 0.50, 
0.79)。年齢、性別、兄弟姉妹の人数、同居家族の喫煙者数と Hib ワクチンの接種を共変
量に加えて調整すると、急性中耳炎罹患のハザード比はさらに減少した(adjusted HR = 
0.32, 95%CI 0.23, 0.44)。更に、基礎調査時の年齢で層別化して解析した結果でも、3歳未




IPD に対する PCV7 の効果は、日本やアメリカでの研究によって、PCV7 導入後の IPD
症例の急激な減少により示されている。しかしながら、急性中耳炎に対する PCV7の効果
についてはこれまで知見が乏しく、特に日本で行われた研究は非常に少ない。 
 欧米諸国における、RCT やコホート研究によって、急性中耳炎に対する PCV7 の効果
が示された研究はある。NCKPや FinOMでの研究結果からは急性中耳炎に対する PCV7
の efficacy はそれぞれ 6%、7.8%と述べられている。Esposito らと、Adam と Fehnle に
よるコホート研究では、急性中耳炎に対するPCV7の effectivenessはそれぞれ 17%と 19%





らが、PCV7 導入後、2 歳未満の小児において急性中耳炎の外来受診率は 20%減少したと
述べている。さらに、Poehlingらは、出生コホート研究により、PCV7を導入した直後の
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欧米では肺炎球菌ワクチンが急性中耳炎罹患リスクを減少させるという報告が散見される
が、日本でのコホート研究や介入研究は見当たらない。そうした中で、両向きコホート研
究のデザインによる札幌市内の保育園児を対象とした研究で、肺炎球菌ワクチンが急性中
耳炎罹患のハザード比を有意に低下させ、高い effectivenessであることを明らかにした。
集団保育を受けている小児を対象としたハイリスクグループに限った研究であるという限
界はあるが、肺炎球菌ワクチンの急性中耳炎罹患リスク減少効果を明確にした点で意義深
い研究である。 
 
 
 
 
 
 
